
　市の財政状況を身近に感じてもらうため、平成18年度の一般会計決算を一般家庭の家計簿（１ヶ月分）に置き換えてみました。

　　　　　※「南アルプス市の家計簿」作成にあたり、厚生労働省　平成18年国民生活基盤調査「全世帯の１世帯当たりの平均所得金額563万円」を参考とし、
　　　　　１ヶ月分の収入額を４６万９千円として計算しています。また、（　）内は、実際の決算額です。

《ローンの借入れ》
　市の借金（市債）です。市で
は、合併に伴う公共施設や道路
などの整備を行うためお金を借
りていますが、返済金の７０％
が交付税として戻ってくる有利
な市債（合併特例債）を主に活
用しています。また、市債を前
倒しして返済し、返済金による
家計への負担を減らすよう努力
しています。 翌月への繰越金

（翌年度繰越金）
18,000円 （ 10億 6,096万円 ）

南アルプス市を一般家庭に
　　　　　たとえると・・・

《給与収入》
　市税・使用料・手数料などの
収入で自主財源です。
　自立した財政運営を進めるた
めには、自主財源の確保に努め
なければなりません。

《親からの仕送り》
　地方交付税や国からの補助金
などの依存財源です。
　仕送りは、国の制度改革によ
りだんだん減らされてきていま
す。
　いつまでも頼ってばかりでは
いられません。

《医療費・教育費等》
扶助費は、義務的な経費の一

つでその支出が法律などにより
義務付けられているものがあ
り、勝手に減らしたりすること
が出来ません。
また、最近では生活保護者数

の増加や子育て支援対策の拡充
により毎年増加しています。

《車購入費・家電修理》
　普通建設費（投資的経費）や
維持補修費等は、市民がより便
利で安全に暮らせるように公共
施設の維持・整備に使われるお
金です。主に道路の整備・教育
施設の改築・補強工事、水路側
溝の維持補修などを行っていま
す。

《子どもへの仕送り》
　市には一般会計のほかに特別
会計と企業会計があり、それぞ
れ独立採算を原則としています
が、一定の基準により一般会計
から特別会計等へ繰出しを行っ
ています。
　最近では、下水道事業会計へ
の繰出金が大部分を占めていま
す。
　

■貯金残高（基金残高）
　
市の基金残高は、平成

18年度末87億7,919万
円あります。主なものと
して、年度間の財源の不
均衡を調整するための財
政調整基金やローン（地
方債）の返済に充てるた
めの減債基金などの基金
があります。
ローンを減らして、貯

金できるように努力しま
す。

　
　
　緩やかな景気の回復と三位一体改革による税源移譲により給与にあたる地方税等は、少しずつですが増えて
きています。その反面、親からの仕送りにあたる地方交付税は見直しにより減り、国からの補助金も削減され
てきていますので、いつまでも頼りにするわけにはいきません。今後は、優良企業を誘致し給与にあたる地方
税を増やしていかなければなりません。
　
　食費にあたる人件費は、職員数の削減や民間活力の積極的な導入により抑制に努めますが、医療費・教育費
にあたる扶助費につきましては、高齢化社会に伴い確実に増えていきます。車購入にあたる普通建設事業費を
抑制し、ローンで購入するものは必要最低限なものだけにして、借金を減らしていかなければなりません。
   また、生活費にあたる物件費なども節約する必要があります。

内　容

食　費
（人件費）

89,000円 （ 52億 7,365万円 ）

医療費・教育費等
（扶助費）

42,000円 （ 25億 1,564万円 ）

ローンの返済
（公債費）

72,000円 （ 42億 6,292万円 ）

生活費・光熱水費等
（物件費）

75,000円 （ 44億 7,242万円 ）

車購入費・家電修理
（普通建設事業費・維持補修費等）

72,000円 （ 42億 8,288万円 ）

区費・クラブ活動費
（補助費等）

48,000円 （ 28億 5,820万円 ）

子どもへの仕送り
（繰出金）

46,000円 （ 27億 4,037万円 ）

貯　金
（積立金）

7,000円 （ 4億 1,148万円 ）

支　出　計 451,000円 （ 268億 1,756万円 ）

支　出内　容

　貯金の取り崩し
　（基金繰入金）

11,000円 （ 6億 3,188万円 ）

　前月からの繰越金
　（繰越金）

20,000円 （ 11億 8,683万円 ）

収　入　計 469,000円 （ 278億 7,852万円 ）
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（ 36億 6,560万円　ローンの借入れ
　（地方債）

62,000円

95億 8,711万円

128億   710万円

　給与収入
　（地方税・使用料等の一般
　財源）

161,000円

　親からの仕送り
　（地方交付税・国庫支出金
　等の依存財源）

21５,000円

南アルプス市役所　財政課

～　コ メ ン ト　～

■ローン残高（地方債残高）

市の地方債残高は、平成18年度末
339億905万円あり、市民１人当た
り46万5千円あります。（19年4月
1日現在の住民基本台帳人口72,692
人）
　この市債残高については、全てが実
質的な借金ではありません。合併した
ことにより有利な市債（合併特例債）
を主に活用していますので、将来にわ
たり約70％は地方交付税により戻っ
てきます。
　仮に平成１８年度末にて試算すると
237億3,634万円が交付税で戻り、
残り101億7,271万円が市の実質的
な借金となります。


